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【発給申請関係】
問1-1．税関発給コードとは何ですか。
（回答）税関発給コードとは、ＮＡＣＣＳの輸出入申告等で使用するためのコードであり、税関輸出入者コード及び海外仕出人・仕向人コードがあります。税関輸出入者コードは、日本において貨物を輸出又は輸入しようとする者を識別するためのコードであり、海外仕出人・仕向人コードは、日本の輸出入者から見た場合の貿易相手方に当たる海外の輸出入者を識別するためのコードです。
問1-2．税関発給コードを導入するメリットは何ですか。
（回答）輸出入申告者においては、NACCSを使用した輸出入申告の際の入力の簡素化（税関発給コードを入力した場合、輸出入者名称、住所、電話番号等の自動出力）や口座振替処理等の利用が可能となるというメリットがあります。
問1-3．税関発給コードはどのようにすれば取得できるのですか。
（回答）インターネットの「税関発給コード申請ページ」から申請書式をダウンロードし、必要事項を入力のうえ、税関発給コード担当宛に電子メールに添付し送信することにより申請してください。
ただし、2017年10月から税関手続きにおいて、法人番号の使用が可能となったことから、法人番号をお持ちの方に対する税関輸出入者コードの新規発給は行っていません。税関輸出入者コードをお持ちでなく、法人番号をお持ちの方は、法人番号を使って輸出入申告を行ってください。
なお、税関発給コードは、税関が以下①及び②の確認を行った後に発給しますが、書類提出が必要となることがありますので、ご注意ください。詳細は、問1-7をご参照ください。
①申請書式に正しく入力がされているかの対査確認（存在確認）
②代理申請の場合には、委任状の確認
問1-4．税関発給コードに有効期限や更新の必要はありますか。
（回答）税関発給コードには有効期限はなく、更新の必要もありませんが、３年間使用していない場合は削除される可能性があります。
なお、登録内容に変更が生じた場合は、変更の手続きを行ってください。
問1-5．税関発給コードの申請に費用はかかりますか。
（回答）税関発給コードに係る税関への手数料等の費用は、発生しません。ただし、申請者又は代理申請者側の端末・周辺機器の設置及びインターネット環境の整備に係る費用並びに対査確認（存在確認）書類の取得・郵送に係る費用及び委任証明書の複写・郵送に係る費用は、申請者及び代理申請者の負担となります。
問1-6．税関輸出入者コードの申請について税関による存在確認には、どのような方法があるのですか。
（回答）税関による存在確認方法は以下のとおりです。
なお、現在、JASTPROコードを取得している申請者の場合には、必ず①の方法を選択してください。
①JASTPROコード取得者による申請の場合、当該コードにより確認
②EDINETコード取得者による申請の場合、当該コードにより確認
③JASTPROコード及びEDINETコードのいずれも取得していない個人及び個人事業者による申請の場合、申請者（又は代理申請者）が税関に提出した住民票等の確認書類により確認
④関税法第95条第２項に規定する税関事務管理人として税関に届出書を提出している場合、当該届出書により確認
問1-7．新規申請に際して、何か書類の提出は必要ですか。
（回答）税関輸出入者コードの新規申請に際しては、以下の場合、税関に対し、それぞれの書類の送付、提出が必要です。なお、①及び②の場合は、必要書類の提出までコードは発給されませんので、ご注意ください。
①JASTPROコード及びEDINETコードのいずれも取得していない個人及び個人事業者による申請の場合
税関が対査確認（存在確認）を行うための住民票等
②代理申請の場合
　　　委任状（通関業者が代理申請を行う場合、通関に関する委任状の写しでも可能）
③JASTPROコードからの切り替えで、NACCSに特例輸入承認等の情報を登録している場合
「税関輸出入者コードに係る設定変更同意書」（問2-4、問2-5参照）
提出が必要な申請、書類等の種類、提出期限、提出先の詳細は、手続チャートⅠ、Ⅱをご参照ください。
海外仕出人・仕向人コードの新規申請に際しては、税関への提出書類はありません。
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問1-8．税関発給コードの申請は、輸出入者の代理人でも申請することはできますか。
（回答）税関発給コードは、輸出入者に委任された代理人（代理申請者）が申請することもできます。ただし、その場合は委任状の提出が必要です。
なお、「一括申請手続き」の場合の代理人は、通関業者、船会社及び利用運送事業者（船会社及び利用運送事業者は海外仕出人・仕向人コードのみ）に限ります。
問1-9．発給された税関発給コードはどのように通知されるのですか。
（回答）税関発給コードの発給に係る通知は、申請された電子メールアドレス宛に通知書を返信することにより行いますので、税関発給コード担当からの電子メールを受信できるよう端末の設定をお願いいたします。申請後、１週間以上経過しても通知が無い場合は、お手数ですが、税関発給コード担当（TEL：03-6204-0205）まで電話にてご連絡ください。
問1-10．代理申請の場合に、ある輸出入者について、他の代理申請者と申請が重複した場合はどうなるのですか。
（回答）代理申請の場合にも同一個人が複数の税関発給コードを取得することはできません。具体的には、名称と住所が重複する場合及び名称と電話番号が重複する場合はコードの取得はできません。重複する内容でコードの申請があった場合は、代理申請者へその旨ご連絡します。
問1-11．本邦に住所若しくは居所を有さない個人又は本邦に本店若しくは事務所を有さない法人が税関輸出入者コードを取得することはできますか。
（回答）税関輸出入者コードの取得は、原則、本邦に住所又は居所（法人（法人番号をお持ちでない者に限ります。）の場合にあっては、本店若しくは主たる事務所）を有する者に限りますが、関税法第95条第1項に規定する税関事務管理人を定め、かつ、同条第2項に基づき税関事務管理人を定めた旨を税関長へ届け出た輸出入者については、取得することができます。
問1-12．個人の場合、個人事業者名（屋号）での申請はできますか。
（回答）個人の場合、個人事業者名（屋号）での申請もできます。
その場合、税関が対査確認（存在確認）を行う書類として、個人の場合の「住民票」（代表者のもの）の提出に加えて、「所得税の青色申告承認申請書」の写し又は「個人事業の開廃業等届出書」の写し等、個人事業者と住民票に記載のある代表者との関係が分かる公的な書類を提出してください。ただし、個人事業者名（屋号）でJASTPROコードを取得しており、その旨を申請の際に入力した場合は不要です。
問1-13．取得した輸出入者コードの名称、住所等が変更になった場合には、どのような手続が必要ですか。
（回答）名称、住所等に変更が生じた場合には、インターネットの「税関発給コード申請ページ」から変更申請用の書式をダウンロードし、必要事項を入力のうえ、税関発給コード担当宛に電子メールに添付し送信してください。また、税関輸出入者コードの名称及び住所１に変更が生じた場合は、電子メールで送信後に、変更内容を証明できる書類の提出が必要となることがあります。詳細は、手続チャートⅢをご参照ください。この場合、必要書類の提出までは、NACCSに変更内容が反映されませんのでご注意ください。
なお、法人番号をお持ちの方が既にお持ちの税関輸出入者コードの登録内容の変更がある場合には東京税関調査部税関発給コード担当（TEL：03-6204-0205）までお問い合わせください。
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問1-14．JASTPROコードと何が違うのですか。
（回答）税関輸出入者コードは登録料、更新手数料が無料という点を除き、JASTPROコードと特段相違点はありませんが、税関輸出入者コードは、個人の場合等、一部公表しない場合があります。なお、仕出人・仕向人コードはJASTPROでは対応されていません。
問1-15．JASTPROコードを取得済みの場合、税関輸出入者コードを取得する必要はありますか。
（回答）輸出入申告の際には、どちらか一方のコードを使用していただくことになりますので、JASTPROコードを取得済みの場合、税関輸出入者コードを取得する必要はありません。
問1-16．申請方法が、申請用ホームページによる申請から電子メールによる申請に変更になっていますが、申請用ホームページによる申請で取得した税関発給コードの登録内容を変更するにはどうすればよいのですか。
（回答）登録内容の変更も電子メールによる申請で行っていただくこととなります。詳細は、問1-13をご参照ください。
問1-17．税関発給コードの申請に関する問い合わせはどこにすればよいのですか。
（回答）税関発給コードの申請に関するお問い合わせは、以下の窓口にて電話でのみ受け付けております。なお、メール等でのお問い合わせは受け付けておりませんので、ご了承ください。
東京税関調査部税関発給コード担当
TEL： 03-6204-0205（受付：10：00～12：00及び13：00～15：00、土日・休日を除く）。

【NACCSでの利用関係】
問2-1．NACCSでの輸出入申告において、税関輸出入者コードを利用して、リアルタイム口座振替方式を利用していますが、税関輸出入者コードを削除し法人番号による輸出入申告に切り替えた場合、何らかの手続が必要でしょうか。
（回答）税関輸出入者コードが削除された後も法人番号で引き続き当該サービスをご利用頂けます。詳しくはNACCSセンターヘルプデスクにご確認ください  。
問2-2．税関発給コードに関するNACCSでの利用についての問い合わせはどこにすればよいのですか。
（回答）税関発給コードに関するNACCSでの利用についての問い合わせは、申請者の住所等を管轄する税関官署の通関総括担当部門にお問い合わせください。
なお、他法令手続に関するお問い合わせは、各関係府省にお問い合わせください。

